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運転員の臨機応変な対応を支援するために，機能モデルに基づいた緊急時対応手順の生成システムを開発

することを目的として，緊急時の代替操作手順を導出するアルゴリズムを検討した． 
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1. 緒言  

原子力発電プラントの安全性を更に高めるためには，整備されている緊急時対応操作手順が実施できな

い場合の代替の対応手順を状況に応じて生成して，運転員の臨機応変な対応を支援することが必要と考え

られる．本報告では，プラントの機能モデルに基づいた代替操作手順導出アルゴリズムを提案する． 

2. 緊急時代替操作手順導出のアルゴリズム  

2-1. 機能モデル  

機能に着目してシステムをモデル化した機能モデ

ルは，機器の目的や役割に関する情報をモデルとし

て表現できる．このため，これらの情報とシステム

の挙動とを関連づけることができ，望ましいシステ

ムの挙動を得るための機器や手順が探索できると考

えられる．本研究では，機能情報を一種のグラフと

して表現する MFM（Multilevel Flow Modeling）[1]

により，基礎とする機能モデルを構築する． 

2-2. 代替操作手順導出アルゴリズムの概要  

MFMモデルにおける目標や機能のシンボル間の関係は，システムの目標達成のための因果関係を表して

いると考えられ，MFMモデルに基づく因果推論手法が研究され[2, 3]，運転員支援や安全性解析などへ応用

されている[4]．代替操作手順導出の流れは，図 1 のように，望ましいシステムの挙動を得るために必要と

なる機能の状態変更を，MFMシンボル間の因果推論ルールを適用して推論していき，状態変更を行える機

器操作を探索する．機器操作には一般に前提条件があるため，その前提条件を満たすシステム挙動を得る

ための機器操作を同様にして探索する．この探索を繰り返すことにより，代替操作手順を求める． 

3. 結言  

運転員の柔軟な対応操作の支援を目的に，MFMモデルに基づいた代替操作手順導出手法を提案した． 
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図 1 緊急時代替操作手順導出の流れ 
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